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1.10646UCS
1993年5月 に新 し い 国 際 標 準 文 字 コ ー ドで あ るISO-IEC10646が 出 版 さ れ た
。Universal
Multiple-OctetCodedCharacterSet、 略 名 をUCSと い う。 こ の文 字 コ ー ドは約3万 の 文 字 を
含 ん だ巨 大 な 文 字 表 で 、754ペ ー ジ に も及 ん で い る。 この 文 字 コ ー ドは こ れ まで の 、JISコ ー ド
やGBコ ー ドの よ う な各 国 語 用 の もの で は な く、 国 際 的 に こ の文 字 コ ー ドだ け で(一 般 的 な)
す べ て の言 語 が 表 記 で きる こ と をめ ざ して い る もの で あ る 。当 然 、書 誌 デ ー タベ ース の 国 際流 通 、
あ る い は国 際 的 な ネ ッ トワー クに及 ぼす 影 響 は 大 きい もの とな る こ とが予 想 され る。 こ こで は、
この文 字 コ ー ドにつ い て 若 干 の紹 介 を行 い 、 東 ア ジ ア書 誌 デ ー タベ ー ス の 国 際流 通 にお よぼ す 影
響 を考 察 す る。
1.1こ れ まで の 文字 コ ー ド
た とえ ば 日本 で は ほ とん どの コ ン ピ ュー タ が い わ ゆ るJISコ ー ド、JISXO201お よびJISX
O208を 使 用 して い る。 一 方 、 た と え ば 中国 で はJISの か わ りにGBコ ー ドが 、 また 韓 国 で はKS
コ ー ドな どが 使 わ れ て きた わ けで 、 どの 国 も 国 内 的 な交換 と処 理 に 関す る限 り
、 各 国 文字 コ ー ド
に よ り(そ れ ぞ れ 、外 字 や 、非 標 準 の 文 字 コ ー ドとい った 問題 をかか え なが ら)コ ン ピ ュー タ処
理 を発達 させ て きた 。
と こ ろが 、 この 状 況 は い った ん 国 際 的 な 交 換 を し よ う と思 う と大 き な問 題 とな って しま う
。
KSコ ー ドで 記 録 され た韓 国 ・朝 鮮 語 の 書 誌 デ ー タ や、 文 書 を 日本 で 受 け取 っ て 処 理 し よ う と
思 って も・JISコ ー ドの 中 に はハ ング ルが 存 在 しな い。 中国 語 をGBコ ー ドで記 録 した場 合 、 よ
ほ ど運 が 良 け れ ばJISコ ー ドに あ る 漢 字 だ け で 表 せ る か も しれ ない が 、 一 般 に は変 換 で きな い
漢字 が 多 す ぎて そ の ま ま処 理 す る こ とは難 しい 。 もち ろ ん 、欧 米 の コ ン ピ ュー タで こ うい った 東






コー ドをすべて含んだ1つ の文字コー ドを作って、各国のコンピュータがこの新 しい文字コード
を扱えるようにする方式である。





そこで、すべての文字を含んだ1つ の文字コー ドというアプローチが とられることになった。
結果 としてUCSが ようや く出版されたわけであるが、そのスター トからみれば8年 ほどの時間
を要 した。情報処理の世界の標準 としては異例なこの長い期間を要 したのは、ひとつには、米国
が途中からUNICODEコ ンソーシアムの方式への切 り替えを提案してきたなど、標準の世界で
の手続 きとコンピュータビジネスの主導権争いの場となって しまったことがあり、また、一方、
3万 字という大 きな文字集合 を選定、コー ド化するという作業そのものが大変な仕事量であった
ためもある。(辞書の編纂を考えれば、むしろ、短い時間といえるかもしれないが)。
いずれにしても結果 としてできあがったUCSは 、米国のUNICODEの 提案を基本として、
65536字 まで(最 大で約40億 字まで)は いるコー ドスペースに約3万 字を配 したものである。ラ
テンアルファベ ット、その拡張(ウ ムラウトやアクセントのついた文字)は もちろん、ギリシャ、
キリル文字をはじめ、アルメニア、ヘブライ、アラビア、デバナガリ、タミルなどインドの諸文
字種、タイ、ラオ、グルジア、そして、ハングル、漢字を含んだ巨大なものである。さらに、も
ちろん、これですべての文字種というわけではないので、今後 とも拡張 されてい くことが予定 さ
れている。
1.3漢 字
約3万 のUCSの 文字のうち20902字 が漢字CJKIdeographsで ある。 もちろん最大の部分で
あるが、ページ数でも6割 以上を占める。ほかの部分 と変わっているのは、1文 字につ き4カ ラ
ムを使って、中国、台湾、 日本、韓国の字形 を並列表示 している点である。この表示方法は、
UCSの 作成時漢字部分の最大の論争であった 「統合化」Unificationの 結果 を示 しているもので
ある。
UCSの 作成時、漢字に関する当初のアイディアは、JIS、GB、KSの 基本集合のそれぞれ漢
字部分を、UCSの 別々の場所に独立に割 り当てようとい うものであった。この方法では各国文









して、統合化の作業を行 うことになった。この作業が行われたのは1991年 の7,月 から、1992年 の
3月 にかけてである。この会議の中で統合化のためのルールや配列方法の議論を行い、それまで




小 さな差か、については、統合化するもの、 しないものを定めた表を用意して、この表に基づ く
というルールとしている。この結果、統合化 されて1つ の文字コードが割 り当てられているが、
小 さな字体の差があるという場合が数多 くみ られる。これが無視されることのないよう、元の字
体の差のわかる、4カ ラム並列表示を採用 したわけである。
1.4実 装
94年 夏現在、UCSが 実装されたコンピュータはまだ普及 していない。文字コー ドが変わると
いうことはコンピュータシステムにとって非常に大きな変更となるためである。本格的にはオペ
レーティングシステムの中核部まで及ぶ変更であ り、既存のアプリケーションソフトウェアも新
しい版 を必要 とする。こういった点がUCS製 品の登場 を遅 らせている原因であろう。




























UCSに よる文字コー ドの共通化 と、それを扱える各国語環境が利用可能になることは、書誌
データベース交換と相互利用のための大きな一歩であるが、最終的な解決ではない。次の段階と
してはデータフォーマ ットの問題があり、さらに書誌デー一タベースの作 り方 としての目録法の問
題がある。









言語レベルに関 しては、たとえば日本語の読み、中国語でのピンイン等 を記述するか?記 述に
含めるとすればどのような形にするかといった問題がある。また、索引のための語分割を記述す
るか?と いった問題もある。言語 レベルの問題は言語処理機能の発達によって状況が変わること
もあ り(た とえば語の自動分割など)、何をどのように記述すべきか慎重に検討する必要がある。
2.5お わりに
UCSは 他文字種、他言語の書誌データベースを構築、交換、処理する基礎 として、現在最良
の解決を与える文字コー ドである。
その交換、相互処理が実現するために、書誌データの作成、交換、処理に関わる人々はUCS
が使用可能なシステムを育てていく必要がある。
また、UCSと いう文字コー ドのレベルのみでなく、各言語の言語レベルでの処理機能を発展
させ、各言語での環境 を確立できるようなローカライゼーションも必要である。
さらに、書誌データのフォーマット、目録法での相違点を明らかにし、共通化あるいは変換方
法の確立 という作業が今後必要となるであろう。
上記のような標準化ない しは変換仕様の確立 という作業にあたっては、各言語、出版、目録法
等の伝統において同 じ部分と異なる部分を冷静に分析 し、何を共通化すべきかを洗い出していく
ということが必要である。
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